
ユニークなチャートを生成する

ウェブサービス

レポートや報告書も文章だけでは味気

ない。読む人の立場からすると、ワンポイ

ントでカラフルなチャートが入っていたり

するだけで、読もうという気にさせてくれ

るものだ。

Wordでチャートを挿入するには、たい

ていの場合、Officeに組み込まれたグラ

フ（Microsoft Graph）を使ったり、Excel

のグラフを埋め込んだりすることになるの

だが、組み込まれているチャート以外の

個性的なチャートを使ってみたいときもあ

るだろう。

このような要望に応えるウェブサービス

が提供されている。「TeeChart Pro

WebService」（米スチーマソフトウェアSL

社）は、チャートを生成するウェブサービス

だ（図1）。

使い方は、前回紹介したウェブサービ

ス「Xara 3D Graphics Generator」に似て

いて、チャートタイプ、タイトル、値などのパ

ラメーターをこのウェブサービスに渡すと、

チャートの画像ファイルをサーバー上に保

存し、このチャートが置かれた場所の

URLを返してくる。
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XMLウェブサービス
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ビジネスとテクノロジーの新たな変革

篠原慶

ウェブサービスは、Officeで自作したプログラムから簡単に呼び出して使うことができる。

今回は、Wordの文章中に簡易なチャートを挿入するのに利用できるウェブサービスを紹介する。

簡易とは言うものの独自なチャートを作れるため、利用してみる価値はあるだろう。

特 別 寄 稿

第7回
Wordで使う
チャート生成
サービス

●事前にインストールしておくもの
・Office XPまたはWord 2002
・Office XP Web Services Toolkit 2.0

http://www.microsoft.com/japan/office/developer/webservices/download.asp

●利用するウェブサービスと情報
・ウェブサービス：TeeChart Pro WebService

http://www.berneda.com/scripts/TeeChartSOAP.exe/wsdl/ITeeChart

・サービスについての情報
http://www.steema.com/products/teechart/version5/SOAP/

●今回のサンプルプログラム
http://internet.impress.co.jp/im/xmlwebservices/

サンプルプログラムの実行に必要なもの

図1 米スチーマソフトウェアSL社によるウェブサービスの情報ページ。WSDL
へのリンクや、.NETとDelphi 6クライアントのサンプルがある
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ウェブ サ ービス「 TeeChart Pro

WebService」は、同社のコンポーネント製

品である「TeeChart Pro」をベースに作

られており、無償で使うことができる（そ

の分、機能は少ないが）。

ウェブサービスを使った

サンプルプログラム

まずは、実際に「TeeChart」サンプル

プログラムを使って、Word 2002とウェブ

サービスの連携を体験してみよう（図2）。

このサンプルプログラムの実行は、Office

XP（ SP3以降）またはWord 2002と、

Office XP Web Services Toolkit 2.0

（WSTK）、Internet Explorer 6.0（SP1

以降）がインストールされていることが前提

なので、事前に確認すること。

準備を終えたら、Word 2002をいった

ん終了しておく。

次に、サンプルプログラムが含まれてい

るWordアドインファイルTeeChart.dotを

ダウンロードする。

図2 サンプルプログラムの使い方

Wordの起動時に、サンプルプログラム

が自動的に読み込まれるように、

TeeChart.dotファイルをStartupディレク

トリーにコピーする。Officeを既定どおり

にCドライブにインストールしている場合、

ディレクトリーは次のようになる（前バージ

ョンからのアップグレードや独自にカスタ

マイズしている場合は異なる）。

C:¥Program Files¥Microsoft Office

¥Office10¥Startup

再度Word 2002を起動すると、標準ツ

ールバーに［TeeChart.dot］ボタンが追加

されているはずだ。

標準ツールバーに「TeeChart.dot」ボタ

ンが追加されていない場合は、［ツー

ル］＞［テンプレートとアドイン］を選択する

（図3）。［アドインとして使用できるテンプレ

ート］のリストに「TeeChart.dot」が含まれ

ていなければ、TeeChart.dotが読み込ま

れていない可能性がある。Off iceの

StartupディレクトリーにTeeChart.dotフ

ァイルがコピーされているかを再度確認し

よう。

［TeeChart］ボタンをクリックすると、

［TeeChart - チャートの作成］ダイアログ

ボックスが開く（図4）。ダイアログボックス

の上から、チャートスタイル、フォーマット、

グラフの横幅、グラフの縦幅、値のパラメ

ーターについては最低限何らかを選択す

るか入力するかが必要だが、もちろん最

初はデフォルトのままでもかまわない。

これらを設定したら、［上記のパラメータ

でチャートの生成］ボタンをクリックしてみ

よう。正常にチャートが生成されれば、す

ぐ下のテキストボックスにチャートのURL

が表示されるはずだ。テキストボックス右

横の［プレビュー］ボタンをクリックすると、

ウェブブラウザーが起動し、生成された

グラフが表示される。

パラメーターを変更し、その都度、［上記

のパラメータでチャートの生成］ボタンをク

リックしてプレビューができる。

3［プレビュー］ボタンをクリックすれば、生成さ

れた画像をウェブブラウザーで確認できる

2［TeeChart - チャートの作成］ダイアログ

で、チャートのもとになるデータ、チャートスタ

イルや画像フォーマットなどを設定する。［上

記のパラメータでチャートの作成］ボタンをク

リックするとチャート画像が生成される

1アドインとして追加され

たメニュー［TeeChart］

をクリックする

4チャートを確認して［チャ

ートの貼り付け］ボタン

をクリックすると、現在の

ドキュメントに画像として

チャートが追加される
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図3 ［テンプレートとアドイン］
ダイアログボックス。チェックボ
ックスのオンとオフで設定できる

図4 ［TeeChart - チャートの作
成］ダイアログボックス。グラフの値
は、図のように1行1要素で入力す
る（デモ版の位置付けなので機能
は限られている）

マクロのセキュリティー設定

Wordのセキュリティー設定に注意しよう。セキュリティーレベルを「中」か「低」にしな

いと、サンプルプログラムのVBAが実行できない場合がある。また、Wordの起動時

にマクロに対する警告のダイアログボックスが表示される場合は、［マクロを有効に

する］ボタンをクリックする。サンプルプログラムを起動するたびにダイアログボック

スが表示されて煩わしい場合は、デジタル署名を付加するとよい。デジタル署名の

詳細については、Wordのヘルプを参照してほしい。

よさそうなチャートができたら、

［TeeChart - チャートの作成］ダイアログ

ボックスの一番下にある［チャートの貼付］

ボタンをクリックする。すると、最後に生成

されたチャートが図版オブジェクトとして

Wordのカーソル位置に生成される。

終了するには、［閉じる］ボタンをクリッ

クする。これで、［TeeChart - チャートの

作成］ダイアログボックスが閉じられる。選

択可能なチャートスタイルは、16種類ある

（表1と図5）。

また、選択可能な画像出力フォーマット

には、PNG、JPG、BMP、EMF（拡張メ

タファイル）がある。

アドインをやめたいときは、［ツール］メニ

ューから［テンプレートとアドイン］を選び、

［テンプレートとアドイン］ダイアログボック

スの［アドインとして使用できるテンプレー

ト］リストにある［TeeChart.dot］のチェッ

クボタンのチェックを外す。これで、Word

のメニューバーから［TeeChart］ボタンが

削除される。Wordを終了後、Startupデ

ィレクトリーにあるTeeChart.dotファイル

も削除しておく。

コンポーネントビジネスの可能性を

広げるウェブサービス

Officeには、チャートやスペルチェッカ

ーなど、数多くのコンポーネントが用意さ

れている。これらは、使用者のニーズに

応じて、頻繁に使うものもあれば、まった

く使わない、すなわちハードディスクの肥

やしになってしまっているものもあるだろ

う。

コンポーネントがウェブサービスで提供

されていれば、たまに使うぐらいのコンポ

ーネントならハードディスクに入れておく必

要はなくなる。また、頻繁に使うコンポー

ネントについては、常に最新で、不具合が

修正されたバージョンのコンポーネントを

意識せずに使えれば便利だ。

コンポーネントを提供する側の視点に立

つと、ウェブサービスによるメリットはさら

に大きい。もちろん、コンポーネントの利用

に応じて課金したりすることも可能になる
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が、コンポーネントに修正があった場合、

ウェブサービス側で更新するだけで済む。

これにより、いくつものバージョンが市場

に出回るのを防ぎ、サポートやメンテナン

スのコストを減らすこともできるだろう。

今 回 紹 介した ウェブ サ ービス

「TeeChart Pro WebService」もまた、い

わゆるコンポーネントの一種だが、現状の

サンプル版的なものでなく、機能的に充実

し、きちんとしたUIも提供すれば、Office

の持っているグラフ作成機能（Microsoft

Graph）に代わるコンポーネントとして活用

される可能性を秘めている。

.NET全体の市場がまだまだということ

もあり、対応コンポーネント製品を出すベ

ンダーも決して多いとはいえない。しかし、

「TeeChart Pro WebService」をはじめ

とするコンポーネントのウェブサービスを

体験してみると、ウェブサービスというテ

クノロジーによって、コンポーネントビジネ

スに新しいチャンスがもたらされる可能性

を強く感じる。

コンポーネントビジネスを、“ほかでは得

られない、独自の特徴的なコンピューティ

ング処理を提供すること”ととらえるなら、

今後はコンポーネントベンダーにこの方向

のビジネスに取り組んでいくことを期待し

たい。

W E  S P E A K  S O A P

月刊.NETテクノロジー 8月号好評発売中

特集：「先進企業3社が明かすケーススタディ
実録！Windows Server 2003を選んだ理由」

定価1,400円　全国有名書店で発売中

http://dotnet.impress.co.jp/

表1 利用できるチャートの種類

指定パラメーター グラフの種類

Line 折れ線グラフ

Bar 棒グラフ

Area 折れ線グラフとX軸との間が塗りつぶされたもの

Pie 円グラフ

Horiz Bar 棒グラフ

Horiz Line X軸とY軸が逆になった折れ線グラフ

Point 点グラフ

Volume 棒グラフ

Histgram ヒストグラム

Rader レーダー上のグラフ

Fast Line シンプルな折れ線グラフ

Donut ドーナッツ状の円グラフ

Pyramid ピラミッド状のグラフ

Bezier ベジェ曲線上のグラフ

Clock 時間を表示する※

Calender カレンダー（現在の月日）を表示する※

※ClockとCalenderを選択した場合は、Dataパラメーターの値が無効になる。また、Clockと
CalenderはJST（日本標準時）では表示されない

Pie

Pyramid

Clock

Rader

Calendar

図5 チャートのサンプル
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